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✝ 
児童養護施設 

サーフサイドセヴン茅ヶ崎ファーム 
社会福祉法人 茅ヶ崎学園 

あゆみ ２０１６ 
2016.4～2017.３ 事業報告 

 


be ye therefore followers of God, as dear children 

愛されている子として 神に倣う者になりなさい      Eph.5:1 

 


walk in love 

愛のうちに歩みなさい            Eph.5:2
 


walk as children of light 

光の子らしく歩みなさい            ph.5:8 


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〔癒しのための巣作り〕            

 

2016 年 「子ども６人の家庭舎」養護 1１年目。 

茅ヶ崎ファームは トータルテーマ“癒しのための巣作り”に励んだ。 

 

●「１軒子ども６人の家庭舎」 

●幼児～18才の疑似兄妹 「年齢縦割り」「男女混合」 

●３食 365 日 「目の前の調理」「食卓の団らん」を実践。 

ベテラン主婦たちの秘伝と勢いの創作料理。 

子ども６人の食卓。 

ランチョンマットに食器を並べ 団らんを大切にした。  

●幼児の日中 ＝幼児１～２：職員１ 

庭遊び おさんぽ そうじ せんたく 

日常の買い物にも よく連れ出した。  

●“パン屋へパンを買いに”行った（各長屋 100 日以上） 

●“買い物”を“日常”とし 子ども数人と職員一緒に出掛けた。 

●衣類の買い物は １対１で出かける。その子の心を充足させるため。 

 新しい服を着ることは温かみ喜びを着ること。安心や満足を着ること。 

●図書館 プールへも 少人数。 

●テーマパーク・アミューズメント施設・招待行事へも少人数。 

●旅行・キャンプも“家単位” しかも少人数で行った。 

●幼児の就寝 ＝「幼児１～２：宿直１」 ＝３人「川の字」で寝る。 

 

これら「長屋の家計」を 職員の裁量で“やり繰り”した。 

 

 

茅ヶ崎ファームは暮らしをデザインする。そのデザインを子どもに見せる。 

建物 家具照明 職員の立ち居振る舞い そして食事・・・ すべて。 

食事とは 

「栄養素」と同時に 「安心」「信頼」も食べること。 

「体」をつくり 「情緒」を育てること。 

「素のままの食材」「調理する音」「匂い」「立ち上る湯気」。料理の色合い 盛り付け 食

器の並べ方。団らん。 

集団の論理を排除し 穏やかな人間関係と「家」のような暮らしに“手マ・ひま”をかけ

る。淡々とした日々の繰り返し。 

 

茅ヶ崎ファームがデザインを見せることは 「感受性」「価値観」「美意識」を育むこと。 

2016 年も それを実践した。 
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「おれんち」「あたしんち」                  

 
 

〔小さな暮らし〕                
 

子ども 6 人の家庭舎では 

“我が家”の暮らしを実践した。 

  

●パン屋へパンを 

スーパーへ食材を買いに。 

●美容室 床屋へも “お金

を払って”。 

●図書館へゆく。 

●“お出かけ”には 電車バ

スを利用する。 

 

6 人は幼児～18 才まで 

「男女混合」「年齢縦割り」 

 ●3 食 365 日 目の前で調理し 

食卓の団らんを大切にし 家庭のような暮らしを実践した。 

 

小さな暮らしは 情緒の安定のため。 

 ●夜 幼児は宿直職員と 「3 人川の字」で寝る。 

６人＝幼児～18才＝男女混合 
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すぐ横に大人が添い寝している大きな安心感。  

●日中も 幼児はほゞ1 対 1（～２）を実現できた。 

 

●「ただいま」と帰る子どもに 調理しながら「おかえり」と迎える職

員。中間管理職 専任職をできるだけ排除し 子どもの暮らしに寄り添

う職員を多く配置した。  

 

●“家計のやり繰り”を職員がすることで “暮らしを紡ぐ”実感を持

てた。（「長屋の家計」参照） 

 

 

〔長屋の互助〕 （２軒長屋 ×５棟 ＝１０軒）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●1 軒子ども 6 人の家庭舎 × ２ ＝ 2 軒長屋 

●「長屋チーム 4 名」（通常３～2 名勤務） 

＋ 「日中対応１名」 ＋ 「調理補助 1 名」 

●更に 「Ｒの職員」 ＋ 「栄養士」が 日常的に長屋の補助に入る。 

 

●各長屋は 物理的 人員的 経済的 時間的に独立した営みをもっているが 

「集合住宅」としての「互助」を 仕組み的にも意識的にも機能させている。  

●建物は 各家がすべて中庭を挟んで向き合っている。 

緊急時には 互いに顔を見 声を掛け合うことが自然にできる。 

「互助」の仕組みと 建物のレイアウトは 孤立を防ぐ基本的要素。 

指導員 R 

保育士 R１ 

日中 

日中 

日中 

日中 

キャプテン 書記 

日中 

9999999999 

ミカエル ファヌエル 
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ガブリエル エレミヤ 

職員 4 人 

 

エリヤ イザヤ 

職員 4 人 

 

ラグエル ラファエル 

職員 4 人 

 

サリエル ウリエル 

職員 4 人 

（調理） 

 

（調理） 

 

（調理） 

 

（調理） 

 

（調理） 

 

保育士 A 

保育士 R２ 

栄養士 
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〔長屋の家計〕小口現金 2016 年度決算            

 

各長屋が 独自の裁量で「家計をやり繰り」した。 

生活全般に亘り 一人ひとりの状況に合わせた予算立てをし 執行。 

全児童 全項目の細部に亘り 全員で評価した（年２回） 

 

 サリエル 

ウリエル 

ラグエル 

ラファエル 

エリヤ 

イザヤ 

ガブリエル 

エレミヤ 

ミカエル 

ファヌエル 

円 

●フリーメニュー用食材／誕生日用食材／おやつ／パン／外食ほか 

〔いつだって目の前の調理でアツアツごはん〕 

〔フリーメニュー＝長屋オリジナルのメニュー＝夏休み４０日間など〕 

   〔誕生日は手作りケーキがいいね〕 

   〔パン屋でパンを買おうッ！〕 

 728,166 698,024 722,422 709,290 786,782 

食に関する長屋単独の支出 3,644,684 

上記含んだファームの総支出  22,189,106 

 

●衣類／日用品／外出／旅行／写真ほか 

  〔子どもと一緒に衣類のお買いもの〕 

   〔ちゃわんにお箸 シャンプーリンスにティッシュペイパー〕 

   〔家族旅行は温泉か！〕 

 336,725 415,467 470,254 330,341 405,996 

 

●教育費＝小・中・養護学校（入学支度／集金その他） 

 229,696 200,550 192,293 202,412 180,302 

 

●教育費＝高校・幼稚園費用 その他 

 303,870 229,695 266,006 286,262 395,910 

 

●修繕／旅費／駐輪駐車料 その他 

   〔修繕はごく小規模なもののみ〕 

 49,999 78,770 65,768 95,683 26,541 

 

◆総計（長屋単独の家計） 

 2,314,637 2,326,964 2,329,810 2,355,733 2,554,966 

長屋で支出したもののみ 
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〔部活／学習塾／習いごと／衣類〕         
 

 「外へ！」の合言葉  

社会の一員であることを自覚できるよう 

社会との接点を増やすことを積極的に心掛けた。 

学校へゆく。部活をやる。塾へ行く。習い事をする。 

 

学校は勉強するだけではない。 

授業も部活も 人との関わりの重要な接点。 

塾も勉強だけではない。 

学校以外での 自分の立ち位置の確認も大事。 

習い事により 学校以外の世界へも視野を広げた。  

●中学生 

ほゞ全員が学校の「部活」へ参加。 

ほゞ全員が地域の「学習塾」へ。 

通塾先をできるだけ分散（馴れ合い感を防ぐため） 

中学特別支援級・養護学校高等部の生徒は「公文教室」通塾。 

●小学生 

積極的に「地域のクラブ／教室」へ。 

小学生は基本的に家庭学習（公文式学習） 

子どもにより地域の塾へ。 

 「公文式学習」は 学習の習慣づけとして継続している。 

 10 年以上経過し 生活に根付いている。 

基礎学力の底上げの意味合いもむろんあり 実際 総体的に学

力は上がっている（印象がある） 

★昨年度 小 6 で算数「Ｇ」まで進捗した児童が出た。 

 

さて 費用は。 

（下の表） 

●「部活」＝用具・ユニフォーム・交通費ほか（措置費から実費支弁） 

（このほか ＋奨励費としてファーム独自の支援あり（お小遣いと同額）） 

●「習い事」＝月謝・交通費ほか（「学校外活動費」を活用） 

●「学習塾」＝授業料・交通費（措置費から実費支弁） 

（通塾先はできるだけ分散（馴れ合い感を防ぐため） 

（科目数 コマ数の違いにより費用に差あり） 

●「衣類」は 本人と一緒に個別の買い物。 

（実家から買ってもらえる子 もらえない子により差あり） 
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  部活／習い事 部活 習い事 学習塾 衣類 計 

♂ 高３ 吹奏楽 10,779  29,778 76,911 117,468 

♂ 高３    86,400 46,518 132,918 

♂ 高３ 卓球/サッカー 4,496  120,960 61,577 187,033 

♀ 高３    86,400 53,277 139,677 

♀ 高２ バスケットボール    39,507 39,507 

♀ 高２ バドミントン    43,906 43,906 

♂ 高２    78,500 53,352 131,852 

♀ 高１    86,400 19,410 105,810 

♀ 高１    110,160 22,037 132,197 

♀ 高１ バドミントン    54,891 54,891 

♀ 高１ バドミントン    74,683 74,683 

♀ 中３ 陸上 6,000  416,280 16,886 439,166 

♀ 中３ 吹奏楽 26,971  203,852 53,692 284,515 

♂ 中３ 沖縄空手  82,500  23,753 106,253 

♀ 中２ 吹奏楽/ピアノ 18,640 89,756 306,898 26,987 442,281 

♀ 中２ 吹奏楽 17,644  525,827 43,841 587,312 

♀ 中２ テニス 120,412   67,310 187,722 

♂ 中２ 野球 40,479  386,100 24,720 451,299 

♀ 中２ バレーボール 47,860  409,476 48,735 506,071 

♀ 中１ 卓球 34,863  387,180 33,831 455,874 

♀ 中１ バレーボール 55,859  321,292 31,206 408,357 

♂ 中１ 卓球 64,203   27,794 91,997 

♀ 中１    136,080 27,451 163,531 

♂ 中１ サッカー 69,927  314,240 29,955 414,122 

♂ 中１ サッカー 59,839  258,611 30,589 349,039 

♀ 小６ スウィミング  80,136  43,281 123,417 

♂ 小６ サッカー  73,835 116,640 11,554 202,029 

♀ 小６ バスケットボール  57,562 104,680 49,002 211,244 

♀ 小６ ダンス／書道  21,990 51,840 58,648 132,478 

♀ 小５ ピアノ  1,324 53,840 5,296 60,460 
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♂ 小５ カブスカウト  87,593 116,640 30,748 234,981 

♀ 小５ サッカー  54,985 38,880 48,410 142,275 

♂ 小５ 野球/ボクシング  137,187  45,266 182,453 

♀ 小５     49,676 49,676 

♂ 小４ サッカー/スウィミング 195,957  31,758 227,715 

♂ 小４ サッカー  66,963 92,786 19,586 179,335 

♀ 小３ 体操  59,562  29,023 88,585 

♀ 小３ 体操  69,120  30,506 99,626 

♀ 小３ サッカー  112,071  37,499 149,570 

♂ 小２     11,196 11,196 

♀ 小２     2,962 2,962 

♀ 小１     31,891 31,891 

♀ 小１ スウィミング  111,036 77,253 49,027 237,316 

♂ 小１ スウィミング  33,675  23,178 56,853 

♂ 小１     20,322 20,322 

♂ 小１     52,137 52,137 

♂ ５才     23,457 23,457 

♂ ５才     10,463 10,463 

♂ ５才     18,066 18,066 

♂ ５才     33,689 33,689 

♀ ５才     13,209 13,209 

♀ ５才     33,324 33,324 

♂ ４才     16,106 16,106 

♂ ４才     28,531 28,531 

♂ ４才     30,302 30,302 

♂ ３才     35,446 35,446 

♂ ３才     44,572 44,572 

♀ ３才     44,984 44,984 

♀ ３才     15,522 15,522 

♀ ３才     779 779 

♀ ３才     7,040 7,040 
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学習塾で「特待生」！            
 成績優秀の中 1♂A.Y.くん 塾の特待生となった。 

 なんと費用 月 1 万円引き。 

 

 

国立大学生 2 年連続誕生！      
●2016 年度入学 

≪広島大学≫文学部・哲学・思想文学コース ♀ 県立高校卒。 

●2017 年度入学 

≪新潟大学≫工学部・化学材料分野   ♂ 県立高校卒。 

 

●二人とも 塾へ通うこともなく 参考書 受験サプリなどを利用し

た いわば自学自習の“天才”であった。 

（この 2 人は天才で例外） 

 

 

 奨学金  

●2016 年の児童は 「郡司ひさゑ奨学金」を受給できた。 

年額 50 万円上限（授業料のみが対象） 

●2017 年の児童は 「創通育英資金」を受給。 

年額 60 万円（使途制限ナシ）＋入学一時金 10 万円 

 

 持参金  

児童養護施設の子にも「持参金」はある。 

 

（次ペイジへ） 
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2017 年入学 H.Y.の場合（新潟大学） 

収入 

お小遣い残高 277,112 月々の「お小遣い」 

子ども手当残高 256,727 小・中学生で支給されたもの 

大学進学等自立

生活支度金 

81,260 措置費 

194,930 措置費（特別基準） 

お祝い金１ 20,000 東京善意銀行 

お祝い金２ 300,000 社会福祉法人茅ヶ崎学園 

奨学金１ 300,000 神奈川新聞（一時金） 

奨学金２ 100,000 ＪＸ-ENEOS（一時金） 

奨学金３ 100,000 創通育英財団（一時金） 

奨学金４ 600,000 創通育英財団（×4 年間） 

奨学金（国） 240,000 20,000×12（申請予定） 

計 2,470,029  

   

支出（見込み含む）  

入学金 282,000  

学友会 15,000  

障害保健 4,660  

学生支援基金 80,000  

学生自治会費 3,000  

寮費 135,600 11,300×12 新潟大学学生寮 

食費 360,000 30,000×12 

スマートフォン 120,000 10,000×12 通信料 

インターネット 14,400 1200×12 学生寮共用利用料 

国民健康保険 18,000 1500×12 

授業料 535,800 免除を申請予定 

計 1,568,460  

収支差額 901,569  
   

（「支出」に課外活動費/生活緒費/衣類費など含まず） 
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●ここ数年「奨学金」の種類が急激に増え しかも高額なものが目立つ。 

一方 国立大学の場合「授業料免除」制度も活用できるが その審査に 

せっかくの「奨学金」が「収入」とみなされているかもしれないという

疑問がある（審査基準は不明） 

つまりこの場合 （奨学金を含めた）収入があると学費免除が許可され

ない ということになる。 

 

さらに 奨学金には「学費限定」のものもある。 

そうなると逆に 学費免除になれば奨学金も給付されない というこ

とになる。 

 

「奨学金」があるから「学費免除」が許可されない。 

「学費免除」が許可されるなら 「奨学金」が給付されない。 

 

国立大の授業料は約 53 万円が全額免除許可になるなら 「学費限定」

の奨学金 50 万円受給しない方が有利ということになってしまう。  

ただし 

『せっかく貯めたお金なのに』という「持参金」についての思いはある

が これも元をただせば税金である。 

「国立大の授業料免除」が許可されるにせよ 「持参金」を吐き出すに

せよ どちらも「税金」であるから 結局は「どこから出るか」だけの

問題である。 

ただ 授業料免除の審査においては 民間団体からの「奨学金」は「収

入」とみなさないようしていただきたい（審査要件は不明）。 

 

 

〔進路〕                 
 

●2016 年度 退所児童 進路一覧 

♂ 国立）新潟大学工学部 大学学生寮 茅ヶ崎北稜高校卒 

♂ 障害者支援施設 障害者グループホーム 湘南養護学校卒 

♂ マツモトキヨシ 

（福祉的就労） 

障害者グループホーム 湘南養護学校卒 

♀ ビーアシスト 

（福祉的就労） 

障害者グループホーム 湘南養護学校卒 
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●2017 年度 新入学／進学 

高等学校 進学 
♀ １名 県立  寒川高等学校 

♀ 1 名 私立） 旭丘高等学校 

中学校  進学 
♀ 3 名 

市立  松浪中学校 
♂ 1 名 

小学校  新入学 ♂ 2 名 市立  汐見台小学校 

 

 

〔健康管理〕                 
●身体測定 

 ＝毎月 1 回 身長体重 

 

●「健康診断」 

 Dr.熊沢・小児科 

＝毎月 1 回 健康診断を実施。 

 

 

〔学校との連携〕                 
 

小・中学校 養護学校高等部にて 各役員を担当 

汐見台小学校  ボランティア委員 

松浪中学校  指名委員 

浜須賀中学校  学級委員 

茅ヶ崎養護学校 学級委員 

 

 

〔タグボート＋〕児童相談所との連携                 
 

●「聞き取り」 全児童対象 全職員対応 1 対 1 で面接。 

   「被害を受けていないか」「眠れているか」etc 

   毎月 1 回実施した。 

 

●「委員会」  聞き取り内容を分析 評価した。 

内部委員会 毎月 1 回 

   外部委員会 年 3 回 

   （＋県中央児童相談所＋県内児童相談所 
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＋川崎市児童相談所 

＋相模原・横須賀児童相談所） 

 

 

〔防災〕                   
●「171 訓練」 

 毎月 1 日・15 日 「171 訓練（災害伝言ダイヤル）」を実施した。 

 毎回 各家 2 名ずつ 実際に 171 へ録音する訓練。 

 

●「避難訓練」 

月 日  想定 避難 

４ 30 消火器訓練（模擬） 地震・津波 両ウィング屋上 

５ 29 〃 地震・火災 アンペロス横 

６ 19 〃 地震・津波 両ウィング屋上 

７ 16 〃 地震・津波 両ウィング 

８ 24 〃 地震・火災 中庭 

９ 24 〃 地震・津波 両ウィング 

10 29 〃 地震・火災 中庭 

11 27 〃 地震・津波 両ウィング屋上 

12 27 〃 地震・津波 両ウィング屋上 

１ 21 〃 地震・火災 中庭 

２ 25 〃 地震・津波 炊き出し訓練 

３ 31 〃 地震・津波 両ウィング 

 

●この他 地域の防災リーダー担当／防災訓練（年 1 回）参加。 

 

 

〔ボランティアとの交流〕                 
 

児童との個的なかかわりを重視。同じく長屋専属として交流をお願いしてい

る。 

●S さん（一緒に絵を描く＝養護学校 2 年生♀つき＝月 1 回） 

●T さん（幼児とのかかわり/小 2♀の学習＝月 2 回） 

●N さん（高 3♂の学習） 

●S さん（中 2♀・中 1♂の学習＝週 1 回） 

●O さん（遊び＝ラーラ長屋つき＝週２～３回） 

●Gaijin Riders（クリスマストイラン／バーベキューなど＝年数回） 
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●F コネクト（J リーグ選手の個人レヴェルの施設交流） 

 

 

〔地域活動〕                   
 

●「緑が浜自治会」：役員を担当（2 名） 

●「松浪地区社協」：委員を担当（1 名） 

●「緑が浜自治会」：役員を担当（1 名） 

●茅ヶ崎市防災リーダー地区担当（1 名） 

●緑が浜自治会「ＡＥＤ」をファーム内へ設置。管理している。 

●「汐見台青少年育成推進協議会」：理事を担当。 

 

●会場提供 

「緑が浜自治会」／「みどり会」／「ライオンズマンション自治会」

／「フラダンス」／「コーラス」 

 

 

〔会議／委員会（内部）〕               
 

●「打ち合わせ会議」 

 出勤の全職員 365 日毎朝  

＝昨日の出来事／昨夜の様子／体調／本日の予定／ケイスの動き／児

相・学校とのやり取りほか あらゆることの報告 相談 即決 確認 

周知の場。 

 

●「キッチン会議」 

 長屋代表 調理補助職員 月 1 回 

＝「食」に関するもの（献立内容／味付け／思考傾向／調理器具につ

いてほか）。 

 

●「週末会議」 

 長屋代表 

 ＝次週のスケジュール確認。互助のやり繰りなど。  

 

●「職員会議」 

 ＝生活の振り返り／各長屋ごとに家計の検証ほか。 

 



あゆみ 2016年度  サーフサイドセヴン茅ヶ崎ファーム 

20 

 

●「長屋会議」 

 長屋チーム 毎月 1 回 

＝ケイス会議。全自動個々につき 前月の振り返りと次月への展望。 

 

●「ボランチ会議」 

 ボランチ 随時 

＝入退所の検討ほか。 

 

●「ファーム自治会」 

 長屋代表出席 

 ＝ファーム内共用 共通の問題について 見直しや確認を行った。 

 

●「防災委員会」 

 防災マニュアルの見直し／防災の計画 確認ほか。 

 

 

〔研修〕               
 

●神奈川県児童福祉施設職員研究会：運営委員を担当。 

 

●研修会参加状況 

日程 月 日 テーマ 主催 参加者 

2016 ４  子どもの人権擁護と 

人権侵害の防止 

神児研 １ 

 ５  救急法 AED の使い方 神児研 １ 

 ６  新任研修 神児研 ２ 

 ７  施設実践報告 神児研 ２ 

 ９  発達に改題を抱えた子ども 神児研 ２ 

 10  沢知恵さんトーク 神児研 ２ 

 11  施設実践報告 神児研 １ 

 10 4～5 関東ブロック児童養護施設 

職員研修会 

神児研 １ 

 12  乳児実践報告 神児研 ３ 

2017 1 12 災害対応 経営者施設部会 １ 

 1 29 兵庫県明石市の改革 県社会福祉士会 １ 

 ２  施設実践報告 神児研 ２ 

「新児研」＝神奈川県児童福祉施設職員研究会 
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〔実習生受け入れ〕               
 

●実習生についての考え方 

「ここへ来て何を学ぶか 何を持ち帰るかは学生次第」というのが基

本のスタンス。 

指導めいたプログラムはない。体験の場を提供するのみである。受け

身ではなく ここで役に立つことを意識してほしいが そうでない学

生は何も持ち帰れない。 

  

●（2016 年度実績） 

名称 人数 

大原専門学校 ２ 

鎌倉女子大学 ２ 

鎌田保育専門学校 ２ 

埼玉東萌短期大学 ２ 

埼玉福祉専門学校 ２ 

湘北短期大学 ２ 

実践女子大学 ２ 

聖徳大学 ２ 

聖徳幼児専門学校 ２ 

洗足こども短期大学 ２ 

文教大学 ３ 

鶴川女子大学 ２ 

鶴見短期大学 ２ 

千葉明徳短期大学 １ 

帝京大学 １ 

帝京科学大学 ３ 

帝京平成大学 ３ 

東京都市大学 ２ 

東京医療秘書専門学校 ５ 

東京スポーツレクリエーション専門学校 ２ 

東京教育専門学校 ２ 

東京家政大学 ２ 

東京ＹＭＣＡ専門学校 ２ 

東京工学院専門学校 ４ 

東京福祉専門学校 ４ 

町田福祉専門学校 ２ 
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未来大学福祉保育専門学校 ２ 

ＹＭＣＡ健康福祉専門学校 ２ 

横浜保育専門学校 ２ 

横浜こども専門学校 ４ 

横浜ＹＭＣＡ専門学校 ５ 

横浜高等教育専門学校 ２ 

横浜女子短期大学 ７２ 

計 ４０１ 

 

よくある実習生の感想。 

『実習前はとても不安だった』 

・・・入所させられたこの子たちの方がよっぽど不安だっただろうこ

とを想像してほしい。 

 『住み込み実習が辛かった』 

・・・あなたは一週間で家へ帰る。子どもはここへ残るのだ。 
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〔評議員〕                  
 

●評議員員（会） 新設 

評議員選任解任委員 熊沢洋子（小児科医） 

 濵 博文（小児科医） 

 金木憲一郎（医療事務員） 

（2017年 2月就任） 

評議員 荒木直躬・社会福祉法人 理事長 

 有村国孝・会社経営 

 江島正子・大学教授 

 武富和夫・獣医師 

 萩原 篤・歯科医 

 松川和照・社会福祉法人 理事長 

 和田直煕・児童養護施設 施設長 

（2017年 4月 1日就任予定） 

 

〔理事/監事〕                  
 

●理事会開催状況 

2016 年 5 月 28 日 監事監査報告/決算承認/事業報告承認ほか 

2016 年 9 月 23 日 大学入学お祝い金の決議/指導監査報告ほか 

2016 年 12 月 23 日 定款変更/評議員選任解任委員の選任ほか 

2017 年 3 月 25 日 予算承認/事業計画承認/法改正手続き確認ほか 

 

●理事・監事の改選 

理事 柏木郁子・保育園職員 

 小谷内 学・児童養護施設職員 

 坂井雅子・主婦（元高校教師） 

 田中麻子・児童養護施設職員 

 前田れい子・保育園園長 

 吉見 哲・児童養護施設施設長 

監事 飯塚忠孝・会計事務所所長 

 和田信男・元知的障害者施設施設長 

（2017年 4月 1日就任） 
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●虐待のカテゴライズは重要ではない。 

 ☛分類すること自体に無理がある。 

  性的虐待には 必ず心理的虐待が起こっている。 

  性的虐待と身体的虐待が同時に起こっている場合もある。 

  すべてが同時に行われていることもある。 

  つまり 分類の根拠がない（どれを捉えるかは主観による） 

 

 ☛分類しても解決につながらない。 

被虐待児を回復させるプログラムは どれも効果の実証がない。 

虐待するメカニズムの研究も同じく アカデミックな好奇心に

終わる（犯罪心理学も同様）。 

 

●虐待は キャンペーンや法律では無くならない。 

貧困が虐待を誘発しやすいようにみえるが 表面化しやすいだけ。どこにでも

起こりうるし 起こっている。 

他方 子どもの暮らしの在りようは 時代 国・地域 文化 風習によって

様々であり 男尊女卑や厳しいしつけが文化であったり あるいは児童労働も

家族の一員として当然であったり それが虐待であるとは一概に言えない。 

虐待を重大に捉え取り組めるのは 社会に余裕のある時である。 

（福祉制度そのものがそうである） 

 

（大人から子への）虐待 （子ども同士の）いじめは同根であり ”育ち方”の

問題。まさに 親子関係 家庭生活 人間関係など ”育ち方” ”暮らし方”

の在りようにこそ要因がある。よって 法的規制や社会的キャンペーンは ま

ったく意味をなさない。 

虐待防止というと やれネットワークだ やれ相談窓口だと 外側ばかりの議

論しかなく 親子関係や生き方へ向かないのが愚かである。 

0 4 8 12 16 20 24 28 32

拒・怠

心理的

身体的

性的

棄児

その他

♀ ♂５８の内訳（2017.3.1） 

虐待のカテゴリィ 
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ところで 

●「生物学的な親子」が「家族」として意味を持ち続けられるのか。これが重要

な課題となって見えてきている。 

少なくとも 今日本では 親が子育てしなくてもよいような感覚がある。それ

を「社会的養護」と呼び 行政では（赤ちゃんを含む）子どもを預ける制度を あ

たかも自明の理のように推進している。 

また 

離婚して（あるいは未婚で）一人親となり 養育をその祖父母に頼る場合も増え

ている。 

 

●社会制度は 子どもを預けること一辺倒に突き進む。 

〔赤ちゃんポスト／朝の学校給食／ファミリーサポート／放課後児童クラブ／

ベビーシッター／家事代行サービス／長時間保育／病児保育〕 

（里親／児童養護施設も同列） 

 

●朝の学校給食が 現在どれくらい実施されているのだろうか。今は苦肉の策

であっても やがて『学校で食べさせてくれるからいいや』となり そのうち

『学校で食べさせるのが当然』という風潮になるかもしれない。 

●「親」は早朝 保育所へ子どもを預ける。夜 19 時に「ファミリーサポート」

が迎えにくる。自宅で親の帰りを待つ。親の帰宅は 21 時？ 22 時？ 

こんな暮らしで 「親子」が共に過ごす時間は何時間あるのだろうか。 

 

●赤ちゃんポストでは「たくさんの命が救われた」と言う。それはその通り。し

かし生んだ責任はどこに？ 

親子の情 絆はどうなる？ 子どもを育てるコストは社会が負う？ 

そう それが「社会的養護」の制度でもある。 

しかし責任を取らない生き方が社会的に認知される風潮は間違いである。生ん

だ以上 責任をもって育てることを認識すべきだ。 

 

そして最も重要な問題。それは 

●「人」として最も重要な面 人の根源となる「心」の問題である。 

子どもの「信頼」は誰に対して芽生えるのか。「心」は誰の愛によって育まれる

のか。それを糧としてこそ人は成長するのではないのか。 

赤ちゃんと親が見つめ合い その瞳の中で感動を共有することこそが糧ではな

いのか。 

安心と信頼。そして自信も飛翔も そこから生まれる。 

 

 



あゆみ 2016年度  サーフサイドセヴン茅ヶ崎ファーム 

26 

 

●ＬＧＢＴ 

「種の保存」はどうか。 

世田谷では同姓のパートナーを認め 大阪では同性カップルの里親を認めた。

むろん それ自体に抵抗感はないし反対もしない。 

しかし子孫についてはどうか。種の保存についてはどういう答えを持っている

のだろう。 

ＬやＧの人たちには 愛し合っていても永遠に子どもは生まれない。そこでは

最早 子どもは「愛の結晶」ではない。クローンで代用すればよいのか。 

各地では紛争が絶えず かつ地球環境が破壊され続けている。こんな瀕死の地

球と世界では 残される子孫が可哀そうという考えもあるからだろうか。 

 

●それでは この先どうやって子孫が残ってゆくのか。 

愛と生殖とは別の問題となったのか。 

血縁の家族は重要ではなくなったのか。 

生物学的な SEX が多様化すると同時に 生物学的親子も意味をなさなくなっ

てきている。 

「親子の絆」が 急加速で死語になってゆく。 

 

 

茅ヶ崎ファームでは・・・ 

●家族形態が多様 

ひとり親家庭 再婚家庭が多い 

離婚再婚が多様 

母子家庭（離婚 父の家出によるもの 未婚のもの） 

父子家庭（離婚 母の家出によるもの） 

片方が継父（あるいは継母） 

内縁関係 

3 度目以上の再婚 

実父が子連れで再婚したが家出離婚。残された連れ子と継母（血縁のな

い母子家庭） 

異父（異母）兄弟姉妹 

兄妹姉妹がすべて異父（異母）   

 

●国籍が多様 

本人 または親の一方が外国籍（またはハーフ クォーター） 

ウクライナ フィリピン 韓国 中国 タイランド カンボジア 

 

●欧米では 混血が一般的であり さらに一人複数の国籍も稀ではない。国の

構成も多民族の混合。 
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＂島国＂日本も その流れには逆らえない。 

 

●茅ヶ崎ファームのトータルテーマは ＂癒しのための巣作り＂ 

やってくる子を「家の暮らし」で包む。 

みな親でも兄弟でもないが ＂第 2 の我が家＂＂もう一つの家族＂としてある

ことはできる。スタイルとして形成することでそれを自然に成り立たせる。 

「家の暮らし」を 「穏やかで安定した関係」の中で ただ淡々と続けること。

これが最初から最後までの目的である。 

そしてそれを支える長屋。形態としての長屋が 無理なく互助を成立させ 風

通しを生む。これも 暮らしを継続させる重要な要素だ。 

 

茅ヶ崎ファームの職員は全人的に子どもと向き合う。そして寄り添う。 

24時間 365日 丹念に ただひたすら耕し続ける土壌から やがてみる萌芽

を待ち続ける。 

暮らしを紡ぐ人の 眼差し 肌触り 気配り 雰囲気。 

「家の暮らし」から醸成されるものこそが 糧となる。 

 


